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China Coal 
Consumption Capとは、
中国の石炭に帽子をか
ぶせるということです。
帽子をかぶせる理由は、
まさに地球温暖化対策
です。この政策がどういうことなのかという
ことについて今日、話をしようと思っていま
すが、その一つのきっかけは、高橋先生から
ご紹介がありましたように石炭火力について
日本が中国へ技術供与をしてきており、その
供与したことが将来はどうなるか考えなけれ
ばならないことにあります。それからもう一
つは、今週の月曜 13日に北京で中国の先生方
と、アジアの石炭政策の将来というワークシ
ョップを立ち上げ、この問題の重要さに気づ
きました。今後、ワークショップを、日本と
中国を中心にアジア全体に広げることをお互
い期待しました。13日は第一回であり、今後
も継続することにしました。 
中国が地球温暖化のことを考えキャップを
かぶせるということ、グローバルな地球温暖
化対策に対することが本日の本題ですが、今
までの歴史を振り返ると、中国は地球温暖化
グローバルの動向に対して、独自の道を歩む
ことを言っていました。当時アメリカもグロ
ーバルの地球温暖化対策から外れましたが、
しかしながら現在、グローバルの地球温暖化
対策のために、キャップをかぶせるような政
策を打つということも含めて地球温暖化対策
に積極的に貢献することを中国は打ち出しま
した。それはアメリカと協調した考え方だと
思います。オバマ大統領の地球温暖化に対す
る積極的な姿勢と、中国も考えを同じにした
ということだと思います。しかしトランプ政
権はご存じのようにトランプ政権は、石炭産
業を支援し、そして地球温暖化なんかどうで
もいいとまで言っています。このような米国
の政策変更で、中国の石炭政策がキャップを
かぶせることがこれからどうなるかわかりま
せん。大いに揺れることが見込まれるわけで
す。 
 まず石炭について、中国の石炭の偉大さに
ついて、予稿集にデータがあります。中国は
世界最大の生産国であり、約五割の生産量を
誇っています。そして、世界最大の輸入国で
もあります。そして当然世界最大の消費国と
いうことで、このデータを見てわかるように、
世界の石炭消費の五割ということです。そし
て、輸出のところを見ていただきたいと思い
ますが、インドネシアが一位で、10位がモン
ゴルということです。本来生産量が多い中国
は当然輸出していいはずですが、ランキング
をみると、中国は実は 15位ということです。
11位、12位はアジアの国です。生産量は中国
が世界の半分で、消費量も半分ですが、アジ
アも含めると石炭は世界の約七割はアジアが
占めているということになります。73億の世
界の人口のうち約半分がアジアですが、石炭
については七割がアジアです。そのアジアに
おいて中国が石炭にどうキャップをかぶせる
か、石炭政策をどうするかが、今大切なとこ
ろです。 
輸出量はモンゴルが 10位で、12位はベト
ナムで、15位は中国です。11位は、北朝鮮で
あります。北朝鮮が中国よりも多く輸出して
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います。その輸出は当然中国が買っているわ
けですが、ここは石炭貿易の非常に難しいと
ころで、マーケットだけでは答えが出ない非
常に重要なところだと思います。 
このように中国は、世界の半分なのです。
その半分にキャップをかぶせ生産量を落とす
ということは、地球温暖化のためにはプラス
になりますが、そううまくいくでしょうか。
ここで中国が政策的に揺れると、当然アジア
は日本も含めて大きな影響を受けるというこ
とです。その中国の揺れの大きな震源地はア
メリカの政権交代と当然考えられます。  
 ところで、石炭とは何でしょうか。当然石
油が液体の化石エネルギー資源、気体は天然
ガス、それで固体が石炭です。直接利用もで
きる一次エネルギーで、いろいろな利用方法
があります。直接的にも利用ができます。昔、
教室で石炭ストーブを焚いていましたが、石
炭という一次エネルギーを直接燃やして利用
した例です。一方、石油天然ガスを直接利用
することがありません。ガソリン、灯油は石
油製品で、石油加工しています。つまり、石
油にしても天然ガスにしてもそれは直接利用
するのはすごくエネルギー量が大きすぎるし、
危ないというわけです。それに対して、石炭
は直接利用ができるということは、プリミテ
ィブな利用法ができるということです。プリ
ミティブな利用方法ができるということは、
中国の山岳地方ではそれを毎日の食事の煮炊
きなど家庭でも使っています。石炭は多様な
利用ができます。その他、燃やすだけではな
く、燃やした後ゴミが出ますが、これは石炭
灰といい、今、循環型社会で言うと、有効利
用されセメントなどにも使われています。石
油天然ガスは、ごみは出ません。この石炭の
利用も石炭問題です。 
 石炭では一般的に鉄鋼利用と石炭利用があ
ります。石炭が利用されるのは、七割、八割
がエネルギーとして石炭火力で使うというこ
とです。電力として多く使っているわけです
が、電力というのは原子力発電所、水力発電
所も含めたいろいろな発電所で発電された電
気は全部あわせて電気として使いますから、
石炭火力をやめたとき、石炭代替、石炭に代
わる発電源を考えなければなりません。 
それともう一つ、石炭というのは、化石エ
ネルギー資源のなかで、一番埋蔵量が多い資
源だということを頭に置いて考える必要があ
ります。 
中国では電力としてのエネルギー利用は増
やしながら全体として石炭を減らし、発電用
資源の石炭代替化を進めることが石炭にキャ
ップをかぶせる政策です。 
石炭にキャップをかぶせる方法は主に三つ
あります。一つは省エネで、エネルギー需要
を減らし、石炭需要を減らすこと。二つ目は、
電力について、原子力、天然ガスなどの活用
で石炭代替を進めること、しかし、石炭を減
らすことによって原子力を増やす問題などに
ついて考えなければなりません。もう一つは
実は石炭の一次エネルギー100％エネルギー
を電力で使うとき、今はせいぜい 3割から 4
割ぐらいしか実際のエネルギーは使えないと
いうことに注目し、その効率を上げることに
よって、少ない石炭でより多くのエネルギー
利用を求めるということのこの三つの削減策、
どう組み合わせて全体の石炭の量を減らして
いくか、これから中国は考えなければいけな
いと思います。 
結論的には、アジア全体で七割ということ
を申し上げましたが、その中には北朝鮮との
石炭貿易の政治的なことも含めて、石炭貿易
が重要なキーワードです。石炭は石油、天然
ガスと比べ運びやすく、タンカーのような船
よりも簡単に、石炭船によって運びやすいメ
リットがあり、マーケットが作りやすい優位
性があります。また、石炭の産地も世界広く
分布しています。化石エネルギーの中では石
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炭がもっとも市場化しやすいと言えます。そ
の市場化と貿易についてどのように考えるべ
きでしょうか。 
中国には、今、一帯一路の構想があります。
一帯一路のなかで、石炭あるいはエネルギー
全体のネットワークをどう構築するかという
こと、これについて、日本と一緒に中国は考
えたいということが 13日のワークショップ
のメッセージでした。石炭のネットワークと
は必ずしも一帯一路のネットワークとは同じ
ではありません。一帯一路の中には日本は入
っていません。しかしながら従来の技術協力
の実績を含めると石炭のネットワークについ
ては、やはり、中国は日本と一緒に考えなけ
ればならないことがたくさんあるということ
を中国が考えるであろうと私は考えています。 
 
